
 

 

 

 

 

 

2学期が終わりました。ほぼ 2学期通知表数値が出そろい、受験生は中学の三者面談 

で受験校を決定していきます。第 1志望校がここで決まる生徒もいれば学校との意見 

の相違から年明けまで持越す生徒もいます。本年度は「学区変更元年」ということで 

学校の進路指導は予想通り「早め・きつめ」の傾向です。一般入試日は 3月 12日。 

残り日数は 80日。実はここから本当の実力勝負です。少しくらい内申点が不足して 

いてもチャレンジしないと合格は絶対しません。また、逆に内申点が少々良かった生 

徒は気を抜いて失速しないよう注意が必要です。そのためには、冬期講習で実力をし 

っかり蓄えて 1月の実力テストは高得点を取れるように努力しましょう。世間は新年 

を迎えますが、受験生に「おめでとう」が言えるのは合格の日ですね。垣〕 

ビル耐震化工事 
のお知らせ 
 
10月 13日（火）より、 

ＮＴＴビルの耐震化工事 

が始まっております。 

工事期間中は、保護者の 

みなさまに何かとご不便 

をお掛けいたしますが、 

ご理解の上、お車の駐車 

や乗り降りに十分ご注意 

いただきますようお願い 

申し上げます。 

受験において運がいいと言われる人がいま

す。前日に見た問題が本番で出た人や、たまた

まよく練習していた問題が出た人などです。し

かし、これらの人は本当に「運がいい」だけで

しょうか。実際には、他の人よりもたくさん勉

強していたり他の人がやらないような勉強をし

ていたために、その人だけがピンときただけの

ことが多いのではないでしょうか。つまり、相

対的に練習不足の人が、しっかり準備を整えて

万全の態勢で臨んでいる人を見て「あいつは運

がいい」と言っているだけのことがあるのです。  

宝くじや懸賞と違って、受験における運は自

分の努力によってつかむことができます。まさ

に「運も実力のうち」ですね。 〔金子祐太〕 
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12月も半ばだというのに、２０度近いあたたかさの日があったり、肌が痛いような寒さの日があったり。比較的あたたかく過ごしや

すい今年の冬ですが、その分これからの寒さがこたえそうです。学校が休みに入ったときや、お仕事が一段落着いたときなど、ふっと

気持ちがゆるんだときに風邪をひいたりするものです。手洗いうがいなど、自分でできる予防をしっかりして、気持ちよく年末年始を

迎えましょう。 
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12.1 月のおもなスケジュール 

12/20 日 冬期講習スタート 

21 月 冬期講習（夜のみ） 

22 火 冬期講習（夜のみ） 

24 木 【休 室】 

25 金 冬期講習（夜のみ） 

30 水 
年末年始絶対合格感動合宿① 

やる気 UPコンサート 

31～ 

1/2 
 【休 室】 

1/3 日 年末年始絶対合格感動合宿② 

7 木 冬期公開テスト（小 4～中２） 

8 金 ３学期授業開始 

10 日 中３兵庫進学模試【会場受験】 

11 月 成人の日【授業あり】 

 

「火事場の馬鹿力」 

運も実力のうち 

本当に行きたい高校を受験しよう 

2016年１月分学費の振替日は 

１２/2８（月）となります。 

年末のお忙しい時期となってお

りますが、ご申請いただきました

お引落口座の残高のご確認を 

よろしくお願いいたします。 

金額等の詳細につきましては 

明細をご確認いただき、ご不明な

点等ございましたら、本部事務局

〔☎079-563-0300〕までお問

い合わせください。 

 

新年を迎え高校受験のシーズンところでは 1月上旬に推薦入試があります。

国私立入試は 2月 10日（附属池田は 11日も）、公立推薦日は 2月 14日。

しかし受験者が一番多い公立一般入試日の 3月 12日までは 80日間もありま

す。中学の中にはでは 11 月初旬の実力テストの結果で公立高校の合否を判断

しているようです。11月初旬といえば受験日の 130日前に当たります。はた

してこの実力はどの程度信用してよいのか毎年疑問に思っています。特進館学

院では学校で無理と言われた生徒を毎年合格に導いています。それができるの

根拠は、特進館学院では 11月の実力ではなく 3月 12日受験日当日の実力で

勝負をさせるからなのです。学校で無理と言われてもあきらめる必要はありま

せん。今こそ「本当に行きたい高校」を主張すべき時です。安全策の選択には

逆に危険が潜んでいるものです。まだまだ間に合います。〔野垣 勝彦〕 

           

 

今からン十年前、中学１年生の夏に家族で香川の金刀比羅宮に旅行に行った時の出来事。夕食まで少し時間が

あったので、兄弟 3人で土産物屋さん街をぶらぶら回っていると、にわかに焦げ臭いにおいが漂ってきました。

よくみると、向かいのお店の奥から煙が出ています。「火事だ！」という大きな声。すぐに、 

まわりから消火器を持った人が数人集まってきたのですが、消火器が使えない。たちまち 

炎は大きくなり、火の手はお店の２階にまで拡がっていきました。 

そして、「２階におばあちゃんが！」という女性の叫び声。でも、まわりは何もできずに 

狼狽するばかり。…その時です！ そのおばあちゃんが一人で階段を降りてきたのです。 

それも何と大きなタンスを抱えて。結果、この火事でお店は全焼しましたが、幸いケガ人 

は出ませんでした。 

あとで聞いたのですが、そのおばあちゃんは、命より大切な嫁入り道具の着物の入った 

タンスを、どうしても見捨てられなくて、ものすごいパワーが出たようです。これぞ「火事場の馬鹿力」。 

授業などでたくさんの課題を与えると、「もう死んでしまう」とか「頭が爆発する」とか言う生徒がいますが、

そんな子たちに私はこのおばあちゃんの話をします。「君たちの力に、限界なんてないんだ！」と。〔北村昌弘〕 

新年おめでとうございます 


